
JILPT アーカイブ No.20 

「第 4 回勤労生活に関する調査」（調査シリーズ No.6）の Read me 

本アーカイブデータについて、注意が必要な箇所を以下に示しました。 

１．非該当・無回答について 

非該当は『88888888』､無回答は『99999999』で統一されています｡ 

なお、選択肢に「わからない」がある設問については、無回答は「わからない」に含めています。 

また「不明」がある設問については、無回答は「不明」に含めています。 

２．秘匿処理について 

２－１．秘匿化のため、自由記述回答の内容は含まれていません。 

Q14(1) 男性の生き方についてのその他の内容 

Q14(2) 女性の生き方についてのその他の内容 

F1(3) 現在の仕事のその他の内容 

F1(4) その他の役職名 

F5SQ3 配偶者の仕事のその他の内容 

F7 その他の家族形態 

２－２．以下の表に示す変数は、秘匿処理されています。 

調査項目 変数名 処理の詳細 

Q2 満年齢 D_q2_sc_re 「85歳以上」 をトップコーディング 

F1(5) 週労働時間数 

(残業時間含む) 
D_f1_5_sc_re 「90時間以上」 をトップコーディング 

F1(6) 現在の勤め先での勤続年数 D_f1_6_sc_re 「50年以上」 をトップコーディング 

F6 同居している家族の人数 D_f6_sc_re 「7人以上」 をトップコーディング 

F8 末子の年齢（回答者との 

年齢差に代えて収納） 
D_f8_sc_re 

20歳以下をボトムコーディング・回答者

が男性の場合は54歳以上・女性の場合は

44歳以上をトップコーディング 

F9 過去1年間の自身の個人年収 

F10 過去1年間の配偶者の個人年収 

D_f9_re 

D_f10_re 
「1000万円以上」をリカテゴリ化 

F11 過去1年間の世帯の年収 D_f11_re 
単身世帯のみ「1000万円以上」を 

リカテゴリ化
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３．報告書のクロス集計表（59～171 頁）の表側に掲載されている合成変数、集約カテゴリについて 

①＜性・年齢＞ 

調査票のＱ1「性別」の回答と、Ｑ2「年齢」の回答をもとに作成しています。 

 

②＜働き方＞ 

世帯の「＜働き方＞」は、調査票のＱ9 の「職業の有無」の回答と、Ｆ5「結婚の有無」の回答、 

Ｆ5SQ1「配偶者の仕事の有無」の回答をもとに集計したものです。男女別世帯の「＜働き方＞」は、

この世帯の「＜働き方＞」とＱ1「性別」の回答をもとに集計したものです。これらの変数の組

み合わせ方は以下の通りです。 

 
 性別 有職無職 配偶者 配偶者就業 

q1 q9 ｆ5 f5_sq1 

共働き世帯(男性) 1 男 1 有職 1 有配偶者 1 仕事をしている 

共働き世帯(女性) 2 女 1 有職 1 有配偶者 1 仕事をしている 

専業主婦世帯(男性) 1 男 1 有職 1 有配偶者 2 仕事をしていない 

専業主婦世帯(女性) 2 女 2 学生 or 3 無職 1 有配偶者 1 仕事をしている 

無配偶・その他 上記以外すべての組み合わせ 

 

③無職（従業形態の区分） 

調査票のＱ9「職業の有無」で「学生」と回答のあったデータは「無職」に集計されています。 

 

④＜従業上の地位＞ 

調査票のＦ1(1)「従業上の地位」で用いられているカテゴリ（詳細カテゴリ）と、報告書掲載 

集計表で用いられているカテゴリ（「雇用者」「自営」の集約カテゴリ）の関係は以下の通りです。 

 

 

 f1_1「従業上の地位」 

雇用者 1 経営者、役員 2 正規従業員 3 非正規従業員 4 派遣社員 

自営 5 自営業 6 家族従業員 7 自由業 8 内職 
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